| ジャ クサ ス | 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


東 覚 フ ライ トディ レク タ に 聞く STS-124 


筑波 か ら 見 守っ た | き ぼ ぽう 」 オ ー プ ン ! 


[か ぐ や | 地形 カメ ラ に よる 立体 地図 で 
ティ コク レー ター 上 空 を 遊覧 飛行 する 
高 精細 動画 を 公開 


月 に 星 出 彰 彦 宇宙 飛行 士 が 搭乗 し た STS-124 
ミッ ショ ン で 日 本 の 実験 モジ ュー ル | き ぼ ぽう] の 
船内 実験 室 が 国際 宇宙 ステ ーション に 取り 付け 
られ 、「 き ぼう | の 運用 が いよ いよ 本 格 的 に スタ ー 
ト し まし た 。 来 年 に は 若田 光一 宇宙 飛行 士 の 長期 滞在 ミッ 
ショ ン が あり 、 そ の 中 の STS-127 ミッ ショ ン で 船 外 実験 プ 
ラッ ト フ ォ ー ム と 船 外 パ レッ ト を 取り 付け て | き ぼ ぽう] が 完成 し 
ます 。 そし て 来年 後半 か ら 再 来年 に か け て 6 か 月 間 、 野 口 陰 
一 宇宙 飛行 士 が 国際 宇宙 ステ ーション に 長期 滞在 する こと も 
決ま っ て お り 、 ま さ に 宇宙 と 地球 が 常時 接続 し て いる 時 代 が 
到来 し た わけ で す 。 月 を 周回 する | か ぐ で や] から は 、 こ の 身近 
な 宇宙 を 実感 で きる ティ コク レー ター の 迫力 の ある 画像 が 届き 
まし た 。 地 形 カ メラ が と ら え た ダイ ナミ ッ ク な イメ ー ジ を 、 見 開 
き の グ ラビ ア で お 楽し みく だ さい 。 
5 一 6 月 に は 大 き な 災 害 が 続き ま 
し た 。 ミャンマー の 大 型 サ イク ロ 
ン 、 中 国 の 四川 大 地震 、 そ し て 
6 月 中 旬 の 岩手 ・ 宮 城内 陸地 震 。 
INTRODUCTION これ ら の 人 災害 に JAXA が どう 対 
応 し た の か 。「 だ いち 」 が 被災 地 
の 画像 デー タ を 提供 する まで を 
追い か け ま し た 。 日 本 の 宇宙 開 
発 の 「 い ま ] の 姿 を 見 て いた だ け 
れ ば と 思い ます 


JAXAS 


四 21 宇宙 誠 空 研究 開発 機構 機関 誌 


C OO n も  n セ 
東 覚 フ ライ トディ レク タ に 聞く STS-124 


筑波 か ら 見 守っ た 

く O。 
| き ほ ぼう | オー プン 1………… ド … ド ヨ 
東 覚 芳 夫 
有人 宇宙 環境 利用 ミッ ショ ン 本 部 JEM 運 用 プロ ジェ クト チー ム 
主任 開発 員 プ フラ イト ディ レク タ 


若田 光一 野口 聡一 宇宙 飛行 士 が 語る 
長期 滞在 ミッ ンション へ の 
モテ ムー 


意 所 込 み BSP3388BSe さ eS フ 
「 か ぐ や | 地形 カメ ラ に よる 立体 地図 で 
ティ コク レー ター 上 空 を 
遊覧 飛行 する 

高 精細 動画 を 公開 ……… a 


春山 純一 宇宙 科学 研究 本 部 固体 惑星 科学 研究 系 助教 


ティ コク レー ター の 

立体 視 動 画 よ り 0 1D 
相次ぐ 災害 に 緊急 観測 で 対応 する 
防災 利用 シス テム 室 

の 働き PROCCCCCCPPPCTCTYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY 1 


衛星 利用 推進 セン ター 防災 利用 シス テム 室 
横山 隆三 岩手 大 学 特 任 教授 


石川 隆司 理事 に 聞く で の 会 必 違 44 
調布 航空 宇宙 セン ター の 


活動 


石川 隆司 JAXA 理 事 


宇宙 広報 レポ ー ト ……… 1e 
1 調布 航空 宇宙 セン ター で 

航空 技術 の 最 先端 に ふれ る 
2.JAXA と 北海 道 - 大 樹 町 が 
連携 入力 協定 を 結ぶ 

阪本 成一 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 


JAXA 最 前 線 …………… 二 


宇宙 発 ・ 日 本 発 の ヒッ ト 商 品 を !……… 員 
JAXA コス モー ド ・ プ ロジ ェクト 取 動 。 


表紙 : STS-124 ミ ッ シ ョ ン の 飛行 12 日 目 ス ペー スシ ャ トル 「 デ 
ィ ス カバ リー 号 ] か ら 撮 影 し た 国際 宇宙 ステ ーション 。 先端 部 
に 取り 付け られ た 「 き ぽう] の 船内 実験 室 、 船 内 保管 室 、 ロ ボ 
ッ ト ア ー ム を は っ きり と 見 る こと が で きる 。(NASA 提 供 ) 
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若田 光一 宇宙 飛行 士 


野 吟 一 宇宙 飛行 士 


長期 滞在 ミッ ツン ョ ン へ の 意気 込み 
7J/TF mn/ ふえ えい 
2009 年 2 月 打ち 上 げ 予 定 の 

スペ ー ス シャ トル 「 デ ィ ス カバ リー 号 ] に 搭乗 し 、 

5 月 末 ま で の 約 3 か 月 間 、 第 18 次 長期 滞在 クレ ー と し て 国際 宇宙 ステ ーション に 
滞在 する 若田 光一 宇宙 飛行 士 と 、09 征 後半 か ら 翌 10 征 前 半 の 約 6 か 月 間 、 
第 20 次 長期 滞在 クレー と し て 国際 宇宙 ステ ーション に 滞在 する 
野内 一 宇宙 飛行 士 が 共同 会 見 で 語り まし た 。 
それ ぞ れ の ミッ ショ ン に 向け た 現在 の 心境 を ご 紹介 し ます 


(7 月 9 日 、 筑 波 宇宙 セン ター に て ) 


[これ まで の 宇宙 飛行 士 と し て の 
経験 を 全部 ぶつ ける ] 
若田 光一 宇宙 飛行 士 

「 き ぼう 組み 立て の 第 1 便 、 第 2 便 が 
大 成功 に 終わ り 、 締 めく くり の 第 3 便 も 
確実 に 成功 させ る た め 更 に 気 を 引き 締め 
て いき た いと 強く 感じ て いま す 。 今回 2 
月 か ら 5 月末 に 地球 に 帰る まで 約 3 か 月 
ぐら い 宇 宙 に 行き ます 。 打ち 上 げ 時 と 帰 
本 前 の スペ ー ス シャ トル が 国際 宇宙 ステ 
ーション (ISS) に ドッ キン グ 中 の 慌しい 
ISS 組 み 立 て 作業 時 は 100 メ ー ト ル ダ ッ 
シュ 、 その 間 の 約 3 か 月 間 の 宇宙 滞在 は 
「 き ぼう 」 を 始め と する ISS 上 の 実験 室 で 
いろ ん な 実験 や 整備 作業 な ど を 行う マラ 
ソン の よう な ミッ ショ ン で す 。 長期 滞在 
の 最後 に 「 き ぼう ] 組み 立て を 完成 させ 
る 仕事 が 待っ て お り 、 最 後 ま で 気 が 抜け 
な い 宇 宙 飛 行 に な る と 思い ます 。 

私 は 、1992 年 に 「 き ぼう 」 の 組み 立て ・ 
検証 要員 と し て 宇宙 飛行 士 候補 者 に 選ば 
れ ま し た 。 これ まで 2 回 の 宇宙 飛行 を 経 
て 、 訓 練 を 始め て 16 年 が 経っ た 今 、 宇 宙 
飛行 士 に な っ た 時 か ら 目 指し て きた 目標 
の 仕事 が 近づい て き て いる 事 を 感じ ま 
す 。 初め て の 経験 と な る ISS 長 期 滞在 飛 
行 を 確実 に 遂行 で きる よう 、 これ まで の 
宇宙 飛行 士 と し て の 飛行 や 訓練 の 経験 を 
すべ て ぶつ け 、 充実 し た ミッ ショ ン に し 
た いと 思い ます 。 

今回 の 飛行 中 自分 に と っ て の 大 き な 課 
題 は 、「 き ぼう 」 の 船 外 実験 プラ ッ ト フ ォ 
ー ム や 船 外 パ レッ ト 等 の 取り 付け 作業 で 
す 。 私 が 宇宙 に 行く 時 に 乗る スペ ー ス シ 
ャ トル (STS-119) の ISS ドッ キン グ 中 
に アメ リカ の 大 き な ト ラス 構造 (S6) を 
ロボ ッ ト ア ー ム で 取り 付け ます が 、 その 
訓練 は 打ち 上 げ 直 前 まで 行う こと が で 
きま す 。 さま ざま な 宇宙 実験 の た め の 準 
備 や ISS の 修理 や 整備 の た め の 船 外 活動 
の 準備 も 万 全 で す 。「 き ぼう 」 を 打ち 上 げ 


る STS-127 (私 が 地球 に 帰る スペ ー ス シ 
ャ トル ) の 最終 段階 の 訓練 は 、 打ち 上 げ 
直前 まで 地上 で 行わ れ ま す が 、 私 は その 
時 は 既に 宇 南 に いる た め に 参加 で きま せ 
ん 。 その 状況 下 で 仲間 の STS-127 ク ル 
ー ら と 一 緒 に 「 き ぼう 」 第 3 便 の 組み 立 
て を 確実 に 終え を る に は 、 打 ち 上 げ 前 の み 
な ら ず 宇宙 で の 訓練 も 継続 し 、 自分 の 腕 
を 磨い て お か な いと いけ ませ ん 。 それ が 
これ まで 経験 し た こと の な い 新 し い 課 是 
SG お 


「6 か 月 は 長期 戦 。 
打ち 上 け ま で に 少し ずつ 準備 ] 
野口 聡一 宇宙 飛行 士 


今 は や は り 若 田 宇宙 飛行 士 の 第 18 次 
長期 滞在 が 目前 に 迫っ て お り 、 バ ッ ク ア 
ッ プ と し て それ を 成功 させ た いと いう の 
が 強く あり ます 。 それ を 終え て か ら 第 20 
次 へ 続く と いう 気持 ち で す 。 

6 か 月 と いう の は 長期 戦 で 、 コ ン デ ィ 
ショ ン の 維持 が 大 事 だ と 感じ て いま す 。 
訓練 も 、 シャ トル の 訓練 の よう に 短期 間 
で 一 気 に 仕上 げ る の で な く 、 わ り と 少 人 


数 で いろ ん な と ころ を 回 っ て 時 間 を か け 
て 準備 し て いく の が 特徴 で す 。 来年 の 打 
ち 上 げ ま で 、 こ の ペー ス で 自分 の 中 で 少 
し ずつ 準備 し て いけ れ ば いい と 思っ て い 
ます 。 

打ち 上 げに 使う ソユーズ 宇宙 航 は 、 3 
人 乗り な の で 非常 に 狭い と 感じ られ る か 
も し れ ま せん 。 で も 人 間 3 人 が カプ セル 
に 乗っ て 宇宙 に 行っ て 帰る に は 十分 な ス 
ペー ス が あり ます 。 宇宙 船 の 操作 を 直接 
担当 する よう な 訓練 を し て いる と 、 手 に 
取れ る 範囲 に ある 宇宙 船 と いう 感覚 が す 
ご く あ り ま す 。 ます 座っ て 宇宙 船 そ の も 
の の 形 が わか る し 、 手 の 届く と ころ に い 
ろ ん な 配管 が あり 、 こ こ を 開け れ ば 空気 
が 入っ て くる と か 、 ま さ に 身 に 付け る 宇 
宙 船 と いう ぐ で らい の 身近 感 が あっ て 、 あ 
る 意味 、 直接 的 、 直感 的 で お も し ろ い と 
思い ます 。 

打ち 上 げ 時 に は 「 き ぼう 」 が 完成 し て 
お り 、 お そら く HTV も 打ち 上 げ ば られ て い 
る は ず な の で 、 日 本 の 皆さん に ISS の 本 
格 的 な 利用 の 始ま り を 見 て 、 感 じ て ほ し 
いと 思い ます 。 


NASA ジ ョ ン ソ ン 宇 南 セン ター の 
無 重 量 環境 訓練 施設 の ナー ル で 
サバ イ バ ル 訓練 中 の 若田 ( 右 ) 、 
野口 ( 左 ) 両 宇宙 飛行 士 
(2008 年 5 月 、NASA 提 供 ) 
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セン ター 内 の 展示 室 で 、 展示 品 の 複合 材料 を バッ ク ! 


ある の は 、 デ ラウ ェ ア 大 学 か ら 授 与 さ れ た 


手 放 


複合 材料 功労 者 メダ ル 
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MRJ の 風洞 模型 を 見 て 、 
国産 旅客 機 復活 の 感 慌 に 浸る 


航空 実験 の 要 は 風洞 実験 と いう こと で 、 ま ず 訪 れ た 
の は 風洞 群 。 巨 大 な 空気 タン ク を 取り 巻く よう に さま 
ざま な 風洞 が 設置 され て いま す 。 コ ンピュータ ー シ 
ミュ レー ショ ン も 進ん で きま し た が 、 ま だ まだ 風洞 の 
役割 は 重要 で 、 目 的 に 応じ て 大 小さ ま ざ ま な 風洞 が 活 
用 され て いま す 。 

6.5m X 5.5m 低速 風洞 で は 、2011 年 の 初 飛行 を 
めざし JAXA が 機体 開発 に 協力 し て いる 国産 旅客 機 
「MRJ] の 風洞 実験 現場 が 公開 され て いま し た 。 入 口 
に は 「 写 真 撮影 厳禁 」 の 文字 。 カメ ラ を し まっ て 中 に 
入る と 、 そ こ に は 銀色 に 輝く あの 飛行 機 の 姿 が ……。 
風洞 模型 と は いえ 、 起 像 図 で 見 た MRJ が 実際 に そこ 
に 鎮座 し て いる と 、 あ あ 本 当 に 国産 旅客 機 が で きる ん 
だ と いう 感 民 が 湧い て きま す 。 

続く 1.27m 極 超 斉 速 風洞 で は 、 シ ュ リ ー レ ン 装 軒 
が 公開 され て いま し た 。 シ ュ リ ー レ ン 装 置 は 、 空 気 の 
屈折 率 の 変化 を 測る こと で 空気 の 密度 変化 を 見 える よ 
うに する 装置 で す 。 ラ イタ ー の 炎 を か ざす と 、 上 昇 す 

空気 の 流れ が よく 見 えて 、 見 学者 か ら 思 わ ず 驚 き の 
声 が 上 が り ま す 。 私 も 、 人 の 列 が 途切れ る 一 瞬 の チャ 
ンス を 待っ て 自分 の 頭 か ら 立 ち 上 る 湯気 の 観察 に チャ 
レン ジ 。 そ の 場 で は た し か に 見 えて いた の で す が 、 写 
真 に は うま く 写 り ま せん で し た 。 残念 。 

同じ ブー ス で は 、 携帯 型 音源 探査 装置 の デモ も 行わ 
れ て いま し た 。 小型 な が ら ヘ リコ プター の ロー ター な 
どの 雑音 等 の 発生 源 特定 に 有効 と の こと 。 会 場 に お い 
て あっ た ホイ ッ ス ル を 軽く 吹く と 、 自 分 の 顔 の あたり 
に 黄色 い 丸 が 突如 出現 。 見 事 に 音源 を 突き 止め られ て 
し まい まし た 。 


天然 の | 複合 材料 ] を 使っ た 
竹とんぼ 作り を 見 学 


少し 離れ た 第 2 会 場 、 飛 行 場 分 室 に ある 2m x 2m 
低速 風洞 で は 、 運 転 中 の 風洞 に 入れ る と いう の で 入れ 
て も らい まし た 。 子ども た ち も 中 に 入る の で 風速 は 毎 
秒 10m ぐら い に 抑 えて あり まし た が 、 真 ん 中 に 立つ 
と な か な か の も の 。 ち な み に 毎 秒 30m で らい に な る 
と 大 人 で も 飛ば され そう に な る と の こと 。 

複合 材料 チー ム の ブー ス で は 竹とんぼ 作り が 行わ れ 

て いま し た 。 竹 は 、 表面 付近 で 密度 が 高く 、 内 側 に 行 
くに つれ て し だ い に 密 度 が 低く な る 構造 を も つこ と で 


丈夫 さと 軽 さ を 両立 する 、 天 状 の 複合 材料 と 言え る も 
の な の で す 。 わ か りや すい 説明 と 、 折 り た た み 式 の 肥 
後 守 (ひご の か み ) ナイ フ を 使っ た 手際 の よい 工作 に 、 
子ども た ちの 目 は 釘付け で す 。 完成 品 に は JAXA 印 
の つい た 竹とんぼ も あり まし た 。 さ て は 調布 航空 宇宙 
セン ター お 黒 付 き の 竹とんぼ で し ょ うか 。 う ー ん 、 い 
か に も 飛び そう で す (な お 、 後 日 相模 原 で 仕入れ た 情 
報 に よる と 、 竹 に は と ころ どこ ろ に 節 ( ふ し ) が ある 
の で ね じ れ に 対す る 剛性 も 高い と の こと 。 さ す が 生 き 
物 は 賢い 工夫 を し て いる も の で す ) 。 

航空 機 メ ン テ ナ ンス の 実際 や 、 超 音速 機 の 技術 開発 
状況 、 ス ペー ス デ ブリ の その 後 の 状況 な どの 情報 も 仕 
入れ て きま し た 。 学ぶ と ころ の 多い 、 充 実 し た 週末 。 
あえ て いう な ら 今 回 撮影 し た 素材 が ポス トカ ー ド と か 
に な る と も っ と よかっ た か な ……。 


宇宙 広報 レボ ー 


Seiichi Sakamoto 
宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 孝 
授 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 間 物 理 


学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広報 普 
及 活 動 を は じ め 、 ロ ケッ ト 射 場 周 
辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 
「 た い が い の こと 」 に 挑戦 中 。 ( 写 
真 : 今回 の 一 般 公開 で 撮影 し た 
赤外線 サー モグ ラフ ィ で の ポー ト 
レー ト 。 ち な み に 後 ろ の 子 の メガ 
ネ の ガラ ス は 光 は 通す が 赤外線 は 
通し に くく 、 そ こ だ け 暗く な っ て 
いま す 。 温室 効果 で す ) 


調布 航空 冠 宇和 軍 セ ンタ ー で 


航空 技術 の 


最 先端 に ふれ る 


研究 開発 本 部 と 航空 プロ グラ ム グ ル ー フ の 本 拠 地 で ある 


調布 航空 宇宙 セン ター で 行わ れ た 
春の 一 般 公開 に 


デジ タル カメ ラ を も っ て 遊び に 行っ て きま し た 。 


いろ いろ 楽し め ま し た の で 、 そ の 一 部 を ご 紹介 し ます 。 


空気 の 密度 の 変化 を 
見 る こと が で きる 
シュ リー レン 装置 


人 携帯 型 音 源 
探査 装置 の デモ 風景 。 
ホイ ッ ス ル を 吹く と 
見 事 に 黄色 い 丸 が …。 


宮 大 人 で も 吹き 飛ば され そう に な る 
2mx2m 低 速 風洞 に 挑戦 ! 


導 


時 


報 


ポ 
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JAXA と 北海 道東 部 の 十勝 の 南側 に 位置 する 大 樹 町 と が ae 94 の 0 | 細 
連携 協力 の 協定 を 結ぶ こと に な り 、 隊 ッ 8 ner 
5 月 26 日 に 大 樹 町 で 行わ れ た 調印 式 に 行っ て きま し た 。 ai Sa ーー オーー て 


大 樹 小学 校 と 中 島 小学 校 の 全校 生 
徒 約 100 名 に よる バル ー ン リリ 
ー ス の セレ モニ ー。 それ ぞ れ の 願 
い を メッ セー ジ に 込め て 空 に 放ち 
まし た 。「 宇 宙 に 行っ て みた い 」] が 
多数 を 占め まし た が 、「 町 長 に な り 
た い 」| と いう メッ セー ジ を 見 つけ 
た 大 樹 町 の 伏見 町 長 は 思わ ず 相 好 
を 崩し まし た 


「 十 勝 の 大 地 の よ うな 
大 きい 心 で 支援 」 


JAXA が これ まで 三陸 大 気球 観測 所 (岩手 ・ 大 船渡 
市 ) で 行っ て きた 大 気球 実験 が 、 今 年 度 か ら 大 樹 町 で 
行わ れる よう に な り ま し た 。 今回 の 協定 は 、 そ れ を 受 
け て JAXA の 宇宙 航空 関係 の 実験 と 大 樹 町 の 宇宙 航 
空 教育 活動 な どの 地域 振興 の 両面 で 、 こ れ ま で 以上 に 
互い に 連携 協力 し て いこ うと いう 趣旨 に より 結ば れる 
こと に な っ た も の で す 。 

調印 式 が 行わ れ た の は 、 大 樹 町 多目的 航空 公園 の 中 
に ある 連携 拠点 「 大 樹 航 空 宇宙 実験 場 ]。 約 200 人 の 
関係 者 が 見 守る 中 、 立 川 散 二 ・JAXA 理事 長 と 伏見 
悦夫 ・ 大 樹 町 長 が 協定 書 に 署名 し 、 固 い 握手 を 交わ し 
まし た 。 

また 、 北 海道 出身 の 青山 伸 ・ 文 部 科学 省 大 臣 官房 審 
議 官 が 、「 大 気球 は 人 工 衛星 、 ロ ケッ ト と 共に 大 切な 
飛 奈 体 の 1 つ で あり 、 大 気球 実験 は 次 世代 の 人 材 養成 
の 大 切な 機会 で も ある 。 十勝 の 大 地 の よ うな 大 き な 心 
で 支援 し て ほし い ] と 挨拶 し 、 今 回 の 連携 協力 に 大 き 
な 期待 を 寄せ まし た 。 

その 後 、 地 元 の 小学 生 約 100 名 に よる バル ー ン リ 
リー ス が あり 、 子 供 た ちの 宇宙 へ の メッ セー ジ を 載せ 
た 色とりどり の 風船 が 宇宙 に 届け と ば か り に 空 高く 舞 
い 上 が り ま し た 。 


人 世界 初 と な る 
スラ イダ ー 放 球 装置 


補 著名 後に 握手 する 立川 理事 長 と 
大 樹 町 の 伏見 町 長 


大 気球 実験 は 、 ム 気球 の 模型 を 背 に 説明 する 人 仙 / 箇 朋 到 加 思 褒 才 M 
年 2 回 10 機 程度 の 予定 吉田 大 気球 実験 室長 。 


記者 の 向こう に みえ る 市 松 模様 の 箱 が 
調印 式 に 先立ち 、 前 日 の 5 月 25 日 に は 、 町 内 で 気 放 球 実験 用 の ペイ ロー ド 
球 実験 と 航空 実験 を テー マ に し た 講演 会 が 開か れ ま し 
た 。 今月 か ら 大 気球 実験 を 行う 吉田 哲也 ・ 宇 宙 科 学研 
究 本 部 大 気球 実験 室長 と 、 こ れ ま で 多く の 飛行 技術 
関連 実験 を 行っ て きた 杉原 正明 ・ 研 究 開発 本 部 飛行 
技術 研究 セン ター 長 が 、 講 師 と し て 登壇 。 多 数 の 町 民 
が 参加 し て 、 講 演 を 楽し み ま し た 。 
大 気球 実験 は 今後 、 年 2 回 で 、 平均 10 機 程度 の 気 
球 を 放 球 し 実験 を 行う 予定 と な っ て いま す 。 


信 柳 原 セン ター 長 に よる 
講演 の 様子 


| 
船 外 実 験 プラットフォーム - 


上 STS-127 ミ ッ シ ョ ン 終 了 後 の 
「 き ば ぼう] 外観 予想 図 
右 若 田 光 一 宇宙 飛行 十 
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JAXA 
シン ボ ジ ウ ム 
2008 に 
672 名 が 参加 


JAXA は 7 月 10 日 、 都 内 で JAXA 


・ 名 79R1OI 


Or 所 半 き 英 寺 光 は ゴ 温 国 昔 田村 


。 は で 9t で 洒 謙 開 ロ gm 夫 
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償 主 思い 革 決 や 党 ( 司 一 守 


SHRN 


. 補 さら ビー の の @ の 革職 節 
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IINFO ロ RIMIATIOI 旦 


国際 宇宙 ステ ーション 搭乗 


ジン ポジ ウム 2008 「 空 へ 挑み 、 
宇宙 を 拓く 」 を 開催 し まし た 。 同 
シン ポジ ウム は 2005 年 か ら 毎年 
開催 され て お り 、 今 年 で 4 回 目 。 
当日 は 、 一 般 や 大 学生 、 宇宙 開発 
関係 者 な ど 672 名 が 来場 し 、 フ 
リー ジャ ー ナ リス ト の 池上 彰 氏 
を ナビ ゲー ター に 、①「 き ぼう 」 
日 本 実験 棟 、② 月 周回 衛星 [か ぐ 
や 」、③ 温 室 効 果 ガ ス 和 観測 技 術 衛 
星 [GOSAT] の 3 つの プロ ジェ 
クト に 携わる 研究 者 ・ 技 術 者 の 生 
の 声 を 紹介 し まし た 。 


満席 の 会 場 は 熱い 熱気 に 包ま れ た 


書類 選抜 応募 者 
合格 者 (人 ) (参考 ) 補 出 飛 イ 四 有 
合計 230 963 候 に 
こ に ーー 
過去 最高 の 
30 歳 未満 28 183 AL 区 
/ や ーー チト 
年 齢 別 30-40 歳 1Z9 651 963 名 が 心 雰 
41 歳 以上 23 129 0A が 4 月 1 日 一 6 月 20 日 ま 
で 葛 集 し た 国際 宇宙 ステ ーション 
搭乗 字 宙 飛行 士 候補 者 (3 名 以内 ) 
の 応募 者 数 は 、 過 去 最高 の 963 
名 (男性 839 名 、 女 性 124 名 ) で 
し た 。 今後 は 、 応 募 者 か ら 提出 さ 
北海 道 ・ 東 北 Z 4 れ た 応募 書類 と その 後 実施 し た 
関東 131 っ 57 英語 試験 に よる 書類 選抜 で 絞り 
中 部 グ 104 込ん だ 230 名 (男性 206 名 、 女 
地域 別 近畿 19 119 性 24 名 ) に より 、 8 月 以降 、 第 
中 国 ・ 四 国 5 34 1 一 3 次 選抜 を 行い ます 。 最終 選 
九州 ・ 沖 縄 5 43 抜 結果 は 、 来 年 2 月 下旬 頃 に 発表 
海外 36 Z0 され ます 。 
男女 別 年 齢 別 職業 別 地域 別 
10% |、 iox 司 | 
NM 
90% Z78% 53% 57% 
男性 30 歳 未満 会 社員 男 学 生 関東 朋 中 国 : 四 国 
女性 30-40 歳 公務 員 還 その 他 中 部 還 九州 ・ 沖 縄 
用 41 歳 以上 園 自営 業 ー 海外 


A 人 欠 A 
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IPLANET-C| に 相乗 りす る 


1WASEDA-SAT2、 2.Negai 放 ^ 、 
3.UNITEC-1、 4. 大 気 水蒸気 観測 衛星 (想像 図 ) 


[| 下 汗 : 所 と 中 
MA 一 衛 星 を 選 
催し 、2010 年 打ち 上 ば げ 予 定 


] 早稲 田 大 学 


の PLANET-C と 共に H-IA ロ 
ケッ ト に 相乗 り 搭 載 し て 打ち 上 げ 
る 小型 副 衛 星 の 候補 を 4 機 選定 
し まし た 。 小 型 衛星 の 公募 は 、 民 
間 企 業 や 大 学 な ど が 製作 する 小型 
衛星 に 対し て 容易 で 迅速 な 打ち 上 
げ ・ 運 用 機会 を 提供 する 仕組 み づ 
くり と し て 行わ れ て いる も の で 、 
今年 度 打ち 上 げ 予 定 の H-IIA ロ 


PLANET-C 


INF ロ RMIATION 戸 


[GOSATI の 愛称 募集 


耳 


だ 三 | 蘭 目 ) 一 こ 

「 吉 』 

きみ も 衛星 の 名 付け 親 に な ろう ! 
まま ます 
と 穫 く く 的 いひ は 芝 て 人 ろ A を 要 だ し 持 に 方 `* 
で 衛 ` を ご らい 間 い 愛 〒 種 人 いて っ つ ス 今 
す 時 の の イ で が ① は ま 林 子 日 た いて い 観 年 
"の 過 ロ ロメ 。 な ひ す の ち 節 本 方 測度 
イィ 愛 去 | 1② ノ / ら 9 る 発 上 皇国 の 技 打 
ン 称 に マジ セカ が 月 表 ば げ 笛 内 中 術 ち 
天 まき る の ト は 見 セ 居 か 衛 上 
| 同 ち 表 き S カ 日 10 学 ン 住 ら げ 
ネー 上 記 `A ナ 双 ま 月 に タタ 者 抽 RE 
が だ だけ で ⑤T 福 信 で 昌志 

ト な た も 発 の じ ヵ " 人 旬 招 で 限 で の 
ま ら 日 読 音 役 り タ 応 を 待 の り 1 温 # 
た な 本 み し 割 で カ 募 予 し G ま 組 室 


1 プッ 
へ 謀 さ 玉 ン 避 き 上 放 (oO の ロー 滴 添 層 肢 滞 人 。cT9L 


らら いら ーー の つの. ビ ロ ゴ ) 雇 押 慰 受光 ③ き は へ 潜 ン パ S 甘 ※ 


マー スマ ィ キ 流 舞 主 漁 コ と の の の で 勤 9w 環 へ 玉 


JAXA'Ss 
回 用 1 皇 宙 航 空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 借 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 借財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 倫 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


平成 20 年 8 月 1 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 


委員 長 的 川 泰 宣 
副 委 員 長 舘 和 夫 
委員 阪本 成一 寺門 和夫 


顧問 山根 一 眞 


PLANET-C (想像 図 ) 


(へ 芝 呈 」) 


へ で 科 。rtnkoide 揚 玉藻 四 と の の の] 過 


国 』 
2 
境 人 A 
| 弱 品 
所 事 
か 業 
ら 所 


> 穫 


4 田宮 


ペー ン 事 務 己 まで お 開い 合わ せく だ さい 。 


絆 http://Www.satnavi-campaign.jD 


GOSAT 愛称 募集 キャ ン ペ ー ン 事務 局 
TEL 03-5200.1309( 平 日 9115 > 17 : 30) 
E-mall : 9osat_info き sforum.or.jP 


ケッ ト に も 、 温 室 効果 ガス 観測 
技術 衛星 [COSAT」 と 共に 公募 
に よる 相乗 り 小型 一 衛 星 が 搭載 さ 
れ ま す 。 今回 の PLANET-C の 
相乗 り 衛 星 は 、 今 年 4 一 5 月 に 
行っ た 公募 に 基づき 選定 し た も 
の で 、4 機 の うち 、 大 学 宇宙 工 
学 コ ン ソ ー シ ア ム (UNISEC) の 
UNITEC-1 は 、 世 界 で 初め て 、 
宇宙 機関 以外 で 金星 に 向け た 軌道 
を めざす こと に な り ま す 。 


ッ ト 、 は が まき 、JAXA の 
て 受付 け て お り ま す 。 
ジ ま た は 応募 紙 を ご 覧 いた だ く か 、 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 2-2-1 
7F (時 ) 日 本 字 宙 フォ ー ラ ム 


) 
WO 国立 還 員 研究 所 、 守 = 王 才 


「GOSAT] 愛称 募集 ポス ター 


弟 既 


食 に 映る 、 ほ と ば し る 太陽 の エネ ルギー。 


COSMODE の 頭 文 字 "C" の 形 で も あり ます 


先 〔 新 し さ 、 信 頼 性 、 未 来 的 
Poegg 、 皆 さん は 宇宙 技術 と 聞い 
て 、 ど ん な イメ ー ジ を 抱く で し ょ うか ? 

より 多く の 人 に 宇宙 発 ・ 日 本 発 の 技術 
の 成果 を 、 身 近 に 感じ て も ら う こと は 、 
JAXA の ミッ ショ ン の 1 つ で す 。 

し か し JAXA 自身 が 製品 を 作っ た り 
販売 し た りす る わけ で は あり ませ ん 。 宇 
宙 技 術 を 製品 や サー ビス の 競争 力 ・ 付 加 
価値 アッ プ に 利用 し た いと いう 企業 を 応 
援 す る こと で 、 そ の 商品 が ヒッ ト す れ ば 、 
結果 と し て 多く の 人 に 宇宙 が 身近 な も の 


こう し た 考え か ら JAXA で は | コス 
モー ド ・ プ ロジ ェクト 」 と 名 付け た 共通 
の ブラ ンド ロゴ を 制作 し まし た 。 こ の ロ 
ゴマ ー ク は JAXA に 関係 する 宇宙 技術 
を 活か し て 生み 出さ れ た 製品 や サー ビス 
に 付与 され ます 。 そ うし た 製品 や サー ビ 
ス を 応援 し 、 宇 宙 技 術 の ビジ ネス 利用 を 
盛り 上 げ て いき ます 。 

な お この ロゴ は 、 す で に JAXA に 設 
けら れ て いる 制度 の 中 で 、 
人 @ | 宇宙 オー プン ラボ ]」 で 共同 開発 され 
た も の 
@ JAXA 保 有 の 特許 な ど を 利用 し た も の 
@ | 宇宙 日 本 食 ] と し て 認証 され た も の 
に 付与 され ます 。 詳し く は 、 産学 官 連携 
サイ ト 「JAXA AEROSPACE Bizl| を 
ご 覧 くだ さい 。 


宇宙 発 * 日 本 発 の 

ヒッ ト 商 品 を ! 

JAXXA 

コス モー ド : プ ロジ ェクト 
始動 。 


の dog/Em の 2 リル ジグ / 


住宅 へ の 断熱 材 使 用 例 


断熱 材 TGAINA] 
ーー | 


写真 提供 ・ 晶 進 産業 


1 号 と し て は 、 ま さ に ロケ ッ ト の 

[先端 ] を 支え る 技術 が 選定 され 
まし た 。 先端 部 の フェ アリ ング に 塗布 さ 
れ 、 空 力 加熱 か ら ペ イロ ー ド を 守っ て き 
た 塗布 型 断熱 材 (断熱 塗料 ) の 技術 を 用 
いた 、 株 式 会 社 日 進 産業 (本 社 ・ 鳥 取 県 ) 
の 「GAINA| と いう 製品 で す 。 


「 旧 本 経済 を 
活性 化す る 一 助 に !」 
(産学 官 連携 部 ・ 湊 宣明 、 
と う 


[今後 も 続々 登場 し ます 
お 楽し み に ! 
( 同 ・ 末 永 季 、 有 ) 


ご 連絡 ・ お 問い 合わ せ は 、 
産学 官 連携 部 
[COSMODE PROJECT] 事務 局 
旭 TEL.03-6266-6464 

較 FAX.03-6266-6913 

| Maili COSMODE@jaxaJjp 


※ ロ コ 使 用 料 は 製品 販売 価格 の 0.1% を 原則 と し 
ます (除外 規定 あり )。 JAXA 自 身 が 実施 中 の 多 
く の プ ロジ ェクト を 成功 させ 、 安 全 ・ 安 心 や 感動 
を 世の中 に 伝え て いく こと で ブラ ンド の 価値 を 高 
め 「 使 用 料 以 上 の 価値 ] を 製品 に 与え られ る よう 
努め ます 。 
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空 へ 区 み 、 宇 征 を 導く 
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